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E − 5　　発 作 性 の 昏迷 と記 億 障 害 を 呈 した環 状 21

　　　　　 番染色体異常の 1 例
一

環状 20 番染色体異

　　　　　 常例 に み られ た症状・検査所 見の 比 較
一

E − 6　　多彩 な 精神症 状 と 強 制正常化現象を呈した

　　　　　良性 ロ ーラン ドてん か んの 1例
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　 【目的・方 法 】非 け い れ ん性 発 作 重延 状 態 に 類 す る

病態を呈 した 環 状 21 番 染 色体異 常の 女性 （自験例）と

20 番染色体異 常の 男性（自験例 ）と臨床像，神経画像，

脳 波，染色体 検査 の 結 果 を 比較 し差 異 を 求め る．

【症 例 】24 歳 女性 ， 兄 と父 方お じが精 神 分 裂病 で 治

療 中，生来 発達 遅 滞が あ り養護学校 高等部卒後 ， 製菓

会社 に 保護的就労 ．口 蓋形 成 不 全の ため 18 歳時 に 形

成 術 を施 行 ．てん かん 発病 22 歳 ，発作性 に 記銘 障 害

と見 当 識障害が出現 し，行 動 が緩 慢 とな り普 段で きる

仕事が で きな くなっ た．周 囲 に お化け が み える等を訴

え た り し，某医 よ りス ト レス に よ る ヒス テ リ
ー

反 応 と

診断 され 精 神安定剤で 治療 され た が 改善せ ず ， 2 年後

の 脳 波検 査 で高振 幅 徐波群 発 に 前 頭葉 に散 発 的棘波 を

混ずる脳波異常が 連続的に 出現 した ため 精査入院 ，染

色 体 検査 の 結 果 r（21＞Q）112−13q223）と診 断 され た．

【結 果 】臨床症状 ・検査所 見 を表 中に 対比 した ，

染 色体 r（21）（pl1．2・13q22、3） r（20）（pl3q13）
身長1性別 152cm1 女性 171cm ！男性

年 齢 （歳） 24 19

発 病 年齢 22 9

臨床発作 軽度昏迷，記憶 障 害 発作 性傾 眠

持 続 時 間 数ガ 単位 （？丿の 反 後 ZO〜60 分

脳 波異常 両側前頭葉棘徐波 両側前頭葉棘徐

発作頻度 月 単位 〜 週単位 日単位

発作時

脳 波

高振幅 徐 波 に

散発す る 棘波

持 続 性 高振幅 徐

に散発す る 棘 波

MRI 正 常 正常

SPECT 左 前頭 ・頭頂葉↑ 不 変

知 能検査 鈴 木・ビ ネーIQ46WAIS ・R　IQ74

環状割合 95％ 68％
モ ザ イ ク

と割 合

45．XX ，・21（5％） 46、XY （12％）

45，XY ・20（20％）

合 併 奇形 膜 様 口蓋 裂 な し

【考案】環状 21 番染 色体は稀な疾 患で 外 表奇形 が な

い と見過 ごされが ちであ り，て ん か ん発 作に 注目した

報 告 もな い 。環 状 20 番 染 色体異常 と強 い 関 連 を もつ

非 け い れ ん 発作重 延状態 に きわ めて 類似 した臨床 発 作

が 出現 したが ，本例で は 月単 位程度の発作 頻 度 だ っ た．

　 てん かん 患者 で、精神症 状 の 出現 と交代 して、脳 波所 見

が改善する こ とは、強制正 常化現象 と して 知られてい る 。

今回我 々 は、良性 ロ ーラ ン ドて ん かん の 治療中に、幻覚 ・

妄想状 態、躁状態 とい っ た多彩 な精神症 状 と強制正常化 現

象を呈 した 1 例を経験 したの で 報告する。

〈症例 〉

　現在15才の 女性 。 3歳時、睡眠中に左 口角部お よび左上

下 肢 の け い れん が 出現 した 。 睡眠時脳波で 右中側頭 ・頭 頂

部に 反復する棘波を認 めたた め少量の 抗て ん か ん 薬に て 治

療が朋 始 され 、 その後発作は7歳時に
一

度あっ たの みで 脳

波 も正常化 し、精神運動発達的に も特 に 問題なく過ご して

い た 。 エ3歳時、部活 の 対 人関係 で悩 み 、睡眠不足 が 続い て

い た とこ ろ、 「誰か に 見られて い る。」　「盗 聴 され て い

て、殺され る」 「赤 ち ゃ ん がお腹 に い て話 しか けて くる」

「赤ち ゃ ん がお腹 を蹴 っ て い るの を感じる」 とい っ た 注察

妄想、被害妄想、幻聴、体感異常 な どの 病 的体 験が 出現 し

た。sulpiride300mg を投与 した と こ ろ、約3ヶ月後

に は病的体験は 消失 し、 普段通 b通学で きる ように なり、

抗て ん か ん 薬の 投与 も中止 した。エ4歳 の 8月頃 に 軽躁状 態

を呈 したが 1・2週 間で軽快した 。 軽快時の 脳波で右頭頂部を

中心に鋭波や高振幅徐波を認めた。9月に 「OQ の声が 聞

こ える」と幻聴が 出現し、さ らに 多弁 ・多動、高揚気分、

観念奔逸な どの躁 状 態も呈 する よ うに なっ た。こ の 時点で

は脳波に明らか な異常は認め なか っ た 。 sulpiride 　800mg 、

caTbamazepine 　450mg にて治療を 開始し、約2ヶ 月後に精紳

症状 は ほぼ消失 したが 、脳波で 再 び右頭頂部を 中心に鋭波

や 高振 幅徐波 を認 め た。神経学的異常 は な く、CT、　MRI は

正常で あ っ た。

　良性 ロ ー
ラ ン ドて んか ん患者に おけ る精神症 状 と強制正

常化現 象 を伴 っ た症例 は きわめて 少ない と考えら払 臨床

症状の特徴、経過と脳波との 関連 につ い て 報告する。
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